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多摩地域の観光シンポジウム、「こだいらサミット」 

な
い
よ
う

な
い
よ
う 

な
い
よ
う 
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題字は、山下光一前名誉会長

　多摩観光協議会は１０月５日、「多摩地域の観光、集客・交流に関

するシンポジウム」を開催しました。同シンポは協議会の設立来、

最初の大きなイベント。内容も５つの事例紹介、須田寛ＪＲ東海

相談役による講演と盛りだくさんであるとともに、須田相談役か

らは多くの提案が行われました。一方、９月１６日に小平商工会が

開いた「第２回こだいらサミット」では「親から叱られたことは

大人になってから良く分かるんだよ」という、子供達に向けた発

言に、会場はグッとくるものを感じていました。  （３、５面参照）

◆　平成１９年度国家、都予算・制度で自民党都

　　連へと、都議会各派へ要望

◆　多摩観光協議会がシンポジウムを開催

◆　「全国商工会　会員福祉共済」にご加入下

　　さい! !

◆　「親と子の上手なつきあい方」でサミッ

　　ト　小平商工会

◆　手作りのコンサートに盛り上がり　日野市

　　商工会

◆　多摩・島しょ地域のイベント

「「ここだだいいららササミミッットト」」 円円内内はは主主催催者者挨挨拶拶ををすするる神神石石實實会会長長

多摩地域の観光シンポジウム 左は総評を述べる桂 夫顧問
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要
望
は
二
十
七
商
工
会
、
三
万
四
千
会

員
の
総
意
で
あ
り
、
都
・
国
家
予
算
の
い

ず
れ
に
も
理
解
を
示
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
―
。
当
連
合
会
は
九
月
七
日
、
東
京
都

議
会
自
由
民
主
党
、
同
公
明
党
、
同
民
主

党
を
訪
ね
、
平
成
十
九
年
度
都
予
算
・
制

度
等
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
同
十
三
日
は
自
由
民
主
党
東
京
都
支

部
連
合
会
へ
行
き
、
同
国
家
予
算
・
制
度

等
に
つ
い
て
要
望
を
し
ま
し
た
。
桂
�
夫

会
長
、
石
川
昌
宏
、
平
畑
文
興
、
神
石
實
、

門
井
豊
秋
各
副
会
長
、
坂
爪
正
二
専
務
理

事
、
山
崎
宮
治
事
務
局
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

の
聴
取
会
に
出
席
、
小
規
模
事
業
者
の
事

業
の
健
全
な
る
発
展
が
東
京
都
の
活
力
維

持
に
不
可
欠
と
し
て
十
九
年
度
の
都
予
算
、

国
家
予
算
に
反
映
す
る
よ
う
求
め
た
も
の

で
す
。
都
議
会
各
派
の
聴
取
会
で
は
十
項

目
を
、
自
民
党
都
連
で
は
八
項
目
を
要
望

し
ま
し
た
。

　

一
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
移
譲
さ
れ

た
事
業
等
の
確
実
な
執
行
の
担
保
に
つ
い

て　

小
規
模
事
業
対
策
は
、
国
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
実
施
す
べ
き
施
策
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
今
後
と
も
、
予
算
面
、
制
度
面
で
国
が

積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

二
、
国
直
轄
の
補
助
事
業
の
拡
充
強
化

に
つ
い
て　

国
直
轄
予
算
と
し
て
措
置
さ
れ
て

い
る
「
小
規
模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事

業
」
や
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事

業
」
等
の
全
国
的
見
地
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
事

業
の
拡
充
強
化
を
要
望
す
る
。
特
に
、
３
年
間
程

度
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

三
、
政
府
系
金
融
機
関
の
統
廃
合
と
中

小
企
業
融
資
の
充
実
強
化
に
つ
い
て　

新

機
関
に
移
行
さ
れ
る
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
の
持
つ
機
能
を
最
大
限
に
生
か
す
方
策
を
検

討
し
、
利
用
者
で
あ
る
地
域
の
中
小
業
者
の
声
を

反
映
し
た
政
府
系
金
融
機
関
の
果
た
す
機
能
と
役

割
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

四
、
新
規
創
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援

策
の
拡
充
に
つ
い
て　

①
国
民
生
活
金
融
公

庫
等
が
取
扱
う
「
新
創
業
融
資
制
度
」
を
よ
り
多

く
の
者
が
利
用
し
、
創
業
で
き
る
よ
う
自
己
資
金

要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
②
「
創
業
塾
」
の
全
過
程

を
修
了
し
た
者
に
対
す
る
優
遇
措
置
、
例
え
ば
、

特
別
利
率
の
適
用
や
要
件
緩
和
を
行
う
こ
と
③
金

融
機
関
に
お
け
る
低
利
融
資
、
自
治
体
に
よ
る
利

子
補
給
制
度
等
創
業
に
対
す
る
金
融
支
援
を
拡
充

す
る
こ
と
。

　

五
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ

い
て　

近
隣
の
地
域
住
民
に
対
す
る
騒
音
対
策

等
を
推
進
す
る
と
共
に
地
元
の
理
解
と
協
力
を
前

提
と
し
て
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
の
早
期

実
現
を
要
望
す
る
。

　

六
、
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て　
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
の
改
正

趣
旨
を
踏
ま
え
法
の
適
正
な
運
用
を
図
る
と
共
に
、

地
域
の
関
係
者
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
円
滑
に

対
応
で
き
る
よ
う
周
知
活
動
等
を
徹
底
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

七
、
圏
央
道
と
東
八
道
路
の
早
期
開
通

に
つ
い
て　

国
と
都
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
あ
き
る

野
Ｉ
Ｃ
以
南
の
早
期
開
通
と
東
八
道
路
の
早
期
全

面
開
通
の
実
現
を
要
望
す
る
。

　

八
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
に
つ
い
て

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
「
事
業
用
資
産
に
対
す

る
一
〇
〇
％
課
税
免
除
」、「
相
続
時
精
算
課
税
制

度
の
拡
充
」、「
相
続
税
・
贈
与
税
の
税
率
引
き
下

げ
と
累
進
構
造
の
見
直
し
」
等
、
中
小
企
業
の
事

業
承
継
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
制
度
強
化
に
引
き

続
き
取
組
む
こ
と
。

　

一
、
商
工
会
等
に
対
す
る
補
助
金
の
安

定
的
確
保
に
つ
い
て　
「
小
規
模
事
業
経
営

支
援
事
業
費
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
都

道
府
県
の
裁
量
に
基
づ
く
小
規
模
事
業
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
東
京
都
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
小
規
模
事
業
対
策
の
重
要
性
を
深
く

認
識
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
確
実
に
予
算
措
置

を
行
う
と
共
に
商
工
会
等
の
機
能
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、
東
京
都
に
於
い
て
実
施
し
て
い
る
業

届け 　２７商工会、３万４千会員の総意 届け 　２７商工会、３万４千会員の総意 届け 　２７商工会、３万４千会員の総意 
平成１９年度国家、都予算・制度で要望 
!!!!!!

自
民
党
都
連
へ
と
、
都
議
会
各
派
へ

自
民
党
都
連
へ
と
、
都
議
会
各
派
へ 

自
民
党
都
連
へ
と
、
都
議
会
各
派
へ 

国
家
予
算
の
要
望 

都
予
算
の
要
望 
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多
摩
観
光
協
議
会
は
十
月
五
日
、
立
川

市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
多
摩
地
域
の
観
光
、

集
客
・
交
流
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
き
ま
し
た
。
多
摩
地
域
の
商
工
会
、

会
議
所
、
関
連
団
体
、 
行
政
な
ど
か
ら
約

百
七
十
人
が
参
加
、
〝
磨
け
ば
光
る
多
摩

の
観
光
〞
と
の
認
識
の
も
と
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
め
ば
多
摩
地
域
の
観
光
と
集

客
・
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
拡
大
さ
せ
て

い
け
る
か
を
探
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
樫
�
彰
男
会
長

（
八
王
子
商
工
会
議
所
会
頭
）
が
「
各
地

域
が
連
携
、
特
性
を
生
か
し
て
集
客
・
交

流
、
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら

多
摩
が
よ
り
活
性
化
、
魅
力
的
な
地
域
と

し
て
発
展
す
る
」
と
主
催
者
挨
拶
、
米
原

亮
三
東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
参
事
が

「
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組
む
観
光
街
づ

く
り
の
実
践
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
来
賓
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
協
議
会
が
ま
と
め
た
、
多
摩

地
域
の
観
光
活
性
化
の
た
め
の
提
言
と
プ

ラ
ン
を
示
し
た
調
査
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
、
当
連
合
会
の
坂
爪
正
二

専
務
理
事
が
協
議
会
の
十
八
年
度
事
業
に

つ
い
て
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
で
は
こ
れ
に
続
い
て
青
梅
、
武

蔵
野
の
両
商
工
会
議
所
と
三
鷹
、
日
野
市
、

東
村
山
市
の
三
商
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
こ
の
紹
介
を

受
け
て
須
田
寛
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
が
「
多

摩
地
域
の
観
光
の
未
来
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
ま
し
た
。
須
田
相
談

役
は
多
摩
地
域
を
「
全
国
区
の
観
光
地
に

早
く
脱
皮
を
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
東
京

に
来
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
多
摩
に
呼
ん
で
ビ

ジ
ネ
ス
兼
観
光
を
さ
せ
る
、
東
京
の
人
に

長
期
滞
在
を
さ
せ
る
、
全
国
か
ら
多
摩
を

目
的
に
長
期
滞
在
を
さ
せ
る
な
ど
の
マ
ル

チ
観
光
地
に
脱
皮
さ
せ
る
こ
と
だ
」
と
し
、

「
そ
う
な
っ
て
き
た
と
き
こ
こ
が
大
き
な

観
光
地
に
発
展
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
協
議
会
の
桂
�
夫
顧
問
（
当
連

合
会
会
長
）
が
「
観
光
産
業
を
ど
う
立
ち

上
げ
る
か
、
そ
の
意
欲
が
芽
生
え
、
動
き

出
し
た
な
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
」
と
総
評
、
シ
ン
ポ
を
終
え
ま
し
た
。
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務
の
委
託
を
要
望
す
る
。

　

二
、
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
導
入

に
伴
う
商
工
会
の
財
政
負
担
に
つ
い
て　

商
工
会
の
活
性
化
の
た
め
に
は
本
事
業
の
導
入
に

一
定
の
理
解
は
で
き
る
も
の
の
、
現
下
の
財
政
困

難
な
折
、
過
度
な
自
己
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
制

度
運
用
を
要
望
す
る
。

　

三
、
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て
（
国
要
望
参
照
）

　

四
、
駐
車
場
の
確
保
に
関
す
る
支
援
措

置
の
創
設
に
つ
い
て　

個
店
や
商
店
会
等
の

駐
車
場
確
保
対
策
・
既
設
来
客
用
駐
車
場
の
運
営

経
費
に
対
す
る
支
援
策
を
創
設
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

五
、
多
摩
地
域
の
産
業
振
興
拠
点
施
設

の
設
置
に
つ
い
て　

多
摩
地
域
は
区
部
に
比

べ
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る
施
設
の
整
備
が
遅
れ

て
お
り
、
文
化
、
産
業
・
経
済
の
振
興
・
発
展
の

場
と
し
て
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
機
能
を
有

し
た
産
業
拠
点
施
設
の
設
置
を
要
望
す
る
。

　

六
、
横
田
基
地
の
軍
民
共
同
利
用
に
つ

い
て
（
国
要
望
参
照
）

　

七
、
三
宅
村
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て　

平
成
十
九
年
度
に
対
し
て
は
次
の
支

援
策
を
措
置
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
①
金
融
支

援
の
弾
力
的
運
用
と
充
実
②
相
談
指
導
業
務
に
向

け
て
の
助
成
措
置

　

八
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
早
期
延

伸
に
つ
い
て　

一
日
も
早
い
箱
根
ヶ
崎
へ
の

延
伸
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

九
、
小
笠
原
諸
島
の
産
業
振
興
に
つ
い

て　

①
小
笠
原
諸
島
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
②

小
笠
原
空
港
の
早
期
開
設

　

十
、
駅
ナ
カ
商
業
施
設
と
周
辺
商
業
者

と
の
公
平
公
正
な
競
争
環
境
の
確
保
に
つ

い
て　

固
定
資
産
税
の
格
差
を
是
正
す
る
な
ど
、

公
平
公
正
な
競
争
条
件
を
整
備
し
、
周
辺
商
業
者

と
の
共
存
共
栄
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
を
要
望
す

る
。

講
演
で
須
田
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
が

講
演
で
須
田
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
が

〝
マ
ル
チ
観
光
地
〞
へ
の
脱
皮
を
提
案

〝
マ
ル
チ
観
光
地
〞
へ
の
脱
皮
を
提
案 

講
演
で
須
田
Ｊ
Ｒ
東
海
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談
役
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〝
マ
ル
チ
観
光
地
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へ
の
脱
皮
を
提
案 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
摩
観
光
協
議
会
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

才
神
芳
美
東
久
留
米
市
商
工
会
会
長
（
当
連

合
会
理
事
）
は
産
業
振
興
に
寄
与
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
、
東
京
都
か
ら
東
京
都
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
が
十

月
二
日
、
都
庁
第
一

本
庁
舎
で
行
わ
れ
、

才
神
会
長
は
石
原
慎
太
郎
知
事
か
ら
表
彰
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
才
神
芳
美
氏
の
略
歴
》
昭
和　

年
５
月
東

５６

久
留
米
市
商
工
会
理
事
、
平
成
元
年
５
月
同

副
会
長
、
平
成
７
年
５
月
同
会
長
。
平
成
２

年
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
、
平
成
３
年

東
京
都
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
、
平
成
４
年

関
東
通
商
産
業
局
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。

　

㈲
才
神
貴
金
属
工
芸
代
表
取
締
役
。　

歳
。

７０

才
神
芳
美 

東
久
留
米
市 

　
　
　
　 

商
工
会
会
長
が 

東
京
都
知
事
表
彰
を
受
賞 

才
神
芳
美 

東
久
留
米
市 

　
　
　
　 

商
工
会
会
長
が 

東
京
都
知
事
表
彰
を
受
賞 
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①
掛
金
・
共
済
金
は
年
齢
・
性
別
・
職
種

に
関
係
な
く
一
律
②
手
術
に
も
手
厚
い
補

償
③
国
内
外
・
二
十
四
時
間
フ
ル
カ
バ
ー

な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

種
類
は
Ａ
（
満
六
〜
六
十
五
歳
）、
Ｂ

（
満
六
十
六
〜
八
十
歳
）、
Ｃ
（
満
六
〜

六
十
五
歳
）
の
三
タ
イ
プ
が
あ
り
、
掛
金

は
Ａ
と
Ｂ
が
月
額
二
千
円
、
Ｃ
が
同
一
千

円
で
す
。
�
商
工
会
の
会
員
と
そ
の
家
族

�
商
工
会
の
会
員
の
従
業
員
と
そ
の
家
族

の
方
が
入
会
で
き
ま
す
。

　

目
標
の
二
千
七
百
口
は
各
商
工
会
の
目

標
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
す
。
商
工
会
で

は
そ
れ
ぞ
れ
に
加
入
促
進
の
方
法
を
決
め

る
と
と
も
に
全
会
員
に
案
内
、
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
布
し
て
加
入
を
強
く
呼
び
掛
け
て

い
き
ま
す
。

　

加
入
や
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
商
工

会
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

高
水
準
の
補
償
が
得
ら
れ
る
「
全
国
商

工
会　

会
員
福
祉
共
済
」
に
加
入
さ
れ
る

こ
と
を
是
非
、
お
勧
め
し
ま
す
―
。
当
連

合
会
、
商
工
会
は
同
共
済
を
平
成
十
八
年

度
中
に
二
千
七
百
口
を
新
た
に
増
や
し
て

年
度
末
に
加
入
数
を
三
千
六
百
五
十
口
と

し
、
約
四
倍
に
拡
大
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

九
月
か
ら
始
め
て
お
り
、
来
年
二
月
末
ま

で
続
け
ま
す
。
当
連
合
会
、
商
工
会
で
は

こ
の
期
間
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
新

規
加
入
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
の
で
加
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
全
国
商
工
会　

会
員
福
祉
共
済
」
は

身
近
な
日
常
の
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
に
対
し

て
手
厚
い
補
償
を
提
供
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
た
制
度
で
す
。
同
共
済
は
傷
害
に

対
す
る
補
償
の
み
で
す
が
、
死
亡
共
済
金

（
Ａ
タ
イ
プ
、「
不
慮
の
事
故
」
の
場
合

で
八
百
万
円
）、
入
院
・
通
院
一
日
当
た

り
の
共
済
金
（
Ａ
タ
イ
プ
、「
交
通
事

故
・
不
慮
の
事
故
」
の
場
合
で
入
院
が
八

千
円
、
通
院
が
三
千
円
）
が
比
較
的
高
く
、

し
か
も
入
院
は
一
日
目
、
通
院
は
三
日
目

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
共
済
は

 
高
水
準
補
償

高
水
準
補
償
の
「
全
国
商
工
会

「
全
国
商
工
会 

　
　
　
　
　

会
員
福
祉
共
済

会
員
福
祉
共
済
」
に
ご
加
入
下
さ
い

に
ご
加
入
下
さ
い 

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
で
４
倍
に
加
入
を
拡
大
　

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
で
４
倍
に
加
入
を
拡
大
　
当
連
合
会
　
商
工
会

当
連
合
会
　
商
工
会 

 
高
水
準
補
償
の
「
全
国
商
工
会 

　
　
　

会
員
福
祉
共
済
」
に
ご
加
入
下
さ
い 

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
で
４
倍
に
加
入
を
拡
大
　
当
連
合
会
　
商
工
会 !!!!

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
が
今
、
真
っ
盛
り

で
す
―
。
多
摩
地
域
の
二
十
一
商
工
会
は

多
摩
北
部
、 
北
多
摩
西
、 
北
多
摩
南
、 
西
多

摩
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と

に
な
り
、
最
も
早
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
九
月
三

日
に
ス
タ
ー
ト
を
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
順
次
、 ス
タ
ー
ト
。 最
も

遅
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
終
了
す
る
の
は
十
一
月

末
に
な
り
ま
す
。当
連
合
会
も
こ
の
間
に
、

起
業
を
目
指
す
女
性
を
対
象
に
創
業
塾
を

開
催
。
商
工
会
は
今
、
こ
の
よ
う
に
多
摩

全
域
で
創
業
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

独
立
、
起
業
、
開
業
を
目
指
す
人
に
開

業
の
手
続
き
、
財
務
の
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
り
方
な
ど
必
要
な
こ
と
を
各

分
野
の
専
門
家
や
実
務
家
が
教
え
る
支
援

セ
ミ
ナ
ー
は
従
来
、
主
に
当
連
合
会
を
中

心
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
年

度
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
に
企
画
を

立
て
て
そ
の
責
任
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

　

開
催
場
所
が
広
が
っ
た
分
、
創
業
の
知

識
や
実
務
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
応
え
ら
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
応
募
状
況
は
ブ
ロ
ッ
ク

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
早
く
か
ら
定

員
に
達
し
、
申
し
込
み
を
断
る
と
い
う
ブ

ロ
ッ
ク
も
出
て
い
ま
す
。

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
者
ご
と
の

計
画
は
次
の
通
り
で
す（
カ
ッ
コ
内
の
地
名

は
商
工
会
名
、①
日
程
②
会
場
）。

　

▽
北
多
摩
南（
三
鷹
、小
金
井
市
、狛
江
市
、調
布

市
、稲
城
市
）①
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
十

九
日
ま
で
水
曜
日
ご
と
に
十
回
②
三
鷹
商
工
会
館

　

▽
多
摩
北
部（
小
平
、清
瀬
、西
東
京
、東
村
山
、東

久
留
米
）①
九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の

土
曜
、日
曜
ご
と
に
五
回
②
東
村
山
市
民
セ
ン
タ
ー

　

▽
北
多
摩
西 （
昭
島
市
、 
国
分
寺
市
、 
日
野
市
、 
国

立
市
、東
大
和
市
、 武
蔵
村
山
市
） 
①
九
月
三
日
か
ら

十
月
一
日
ま
で
の
日
曜
日
ご
と
に
五
回 
②「
ア
レ
ア

レ
ア
２
」（
立
川
市
）

　

▽
西
多
摩（
あ
き
る
野
、福
生
市
、羽
村
市
、瑞
穂

町
、日
の
出
町
）①
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二

十
六
日
ま
で
の
日
曜
ご
と
に
五
回
②
あ
き
る
野
ル

ピ
ア

　

▽
当
連
合
会
①
十
月
十
日
か
ら
十
月
二
十
八
日

ま
で
の
火
、木
、土
を
基
本
に
八
回
②
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ

多
摩
全
域
で
創
業
を
後
押
し

多
摩
全
域
で
創
業
を
後
押
し 

　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催 

多
摩
全
域
で
創
業
を
後
押
し 

　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催 

北多摩西の創業支援セミナー
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お
か
し
く
な
る
」
と
体
づ
く
り
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
当
た
っ
て
は
市
民
参
加
企

画
と
し
て
論
文
「
親
の
言
い
分
・
子
の
言

い
分
」
を
募
集
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
主
に
こ
の
論
文
に
書
か
れ
て
い

た
「
あ
い
さ
つ
」
や
、「
親
は
子
供
の
言

う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
子
供
を
信
用
し
て

い
な
い
」
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
子
供
の

代
表
、
親
の
代
表
、
市
長
、
英
国
人
の
有

識
者
、
青
年
会
議
所
の
ト
ッ
プ
ら
九
人
が

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。「
子
供
を
信
用

し
て
い
な
い
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

子
供
か
ら
は
「
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と

　

小
平
商
工
会
は
九
月
十
六
日
、
市
内
の

小
平
市
福
祉
会
館
で
「
親
と
子
の
上
手
な

つ
き
あ
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
二
回
こ

だ
い
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
き
ま
し
た
。
神

石
實
会
長
は
挨
拶
で
サ
ミ
ッ
ト
の
狙
い
を

「
商
工
会
も
商
売
や
儲
か
る
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
の
で
は
い
け
な
い
。
何
か
地

域
の
こ
と
を
や
っ
て
商
工
会
も
や
る
ぞ
と

い
う
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
話
し
ま
し
た
。　

ま
た
、
昨
年
に
続
い

て
子
供
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
「
昨
年
、
終
わ
っ
た
後
に
『
あ
れ
は
良

か
っ
た
』
と
い
う
有
り
難
い
声
を
も
ら
っ

た
。
そ
こ
で
小
平
か
ら
子
供
に
関
す
る
犯

罪
、
事
故
を
徹
底
し
て
無
く
そ
う
と
今
年

も
も
う
一
回
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
た
の
が

「
小
平
よ
さ
こ
い
踊
り
」。
続
い
て
市
内

で
体
操
倶
楽
部
を
開
い
て
い
る
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
池

谷
幸
雄
氏
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

池
谷
氏
は
体
操
人
生
を
紹
介
。
こ
の
中
で

「
大
事
な
の
は
体
を
動
か
し
て
将
来
を
つ

く
る
こ
と
。
体
を
動
か
す
こ
と
を
忘
れ
る

と
健
康
で
い
ら
れ
な
く
な
る
の
で
ど
こ
か

「
大
事
な
こ
と
は
互
い
が
信
頼
し
あ
う
事
」

「
大
事
な
こ
と
は
互
い
が
信
頼
し
あ
う
事
」 

　
「
親
と
子
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

　
「
親
と
子
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
サ
ミ
ッ
ト
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
サ
ミ
ッ
ト
　
小
平
商
工
会

小
平
商
工
会 

「
大
事
な
こ
と
は
互
い
が
信
頼
し
あ
う
事
」 

　
「
親
と
子
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
サ
ミ
ッ
ト
　
小
平
商
工
会 

こ
ろ
で
言
わ
れ
る
と
や
る
気
を
無
く
す
」、

一
方
、
親
か
ら
は
「
子
供
は
や
っ
ぱ
り
し

か
ら
れ
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」、「
信
用
し
て

い
る
か
ら
言
っ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

「
大
人
は
子
供
を
信
用
し
、
子
供
は
親
を

信
頼
す
る
。
そ
の
関
係
が
大
事
」
と
全
体

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
サ

ミ
ッ
ト
で
は
共
同
宣
言
を
採
択
、
発
表
を

し
ま
し
た
。

　

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は

九
月
十
三
日
、
同
セ
ン
タ
ー
の
西
が
丘
本

部
に
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
「
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
広
く
捉
え
、
意
匠
に
加
え

て
機
能
、
構
造
、
安
全
性
な
ど
の
設
計
に

つ
い
て
総
合
的
に
中
小
企
業
の
製
品
開
発

を
支
援
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
商

品
企
画
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー

や
意
匠
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
）、
製
品
設
計
、
解

析
、
高
速
試
作
ま
で
を
支
援
し
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
は
デ
ザ
イ
ン
支
援
室
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｅ
室
、
高
速
造
形
室
な
ど
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
、
都
道
府
県

商
工
会
連
合
会
、
市
町
村
商
工
会
は

十
一
月
二
十
八
、
二
十
九
の
両
日
、

東
京
・
池
袋
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
で
「
全
国
ふ
る
さ
と
見
本
市

２
０
０
６
」
を
開
き
ま
す
。
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
、ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト

ラ
ン
・

飲
食
店

関
係
者
、

酒
販
店

な
ど
約
一
万
人
を
集
め
て
小
規
模
事

業
者
が
開
発
し
た
特
産
品
の
販
路
を

開
拓
す
る
と
と
も
に
、
地
方
の
観
光

資
源
を
Ｐ
Ｒ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

自
立
化
へ
と
繋
げ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、三
者
は
従
来
、ニ
ッ
ポ

ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展
と
し
て
「
全

国
物
産
展
」
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
全
国
物
産
展
は
直
接
、
消
費
者

に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い

て
き
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し「
全
国
ふ

る
さ
と
見
本
市
２
０
０
６
」
は
、
商

工
会
員
の
魅
力
あ
る
商
品
を
流
通
関

係
者
等
を
対
象
に
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
か
ら
は
ニ
ッ
ポ
ン
の
食

と
技
エ
リ

ア
に
あ
き

る
野
商
工

会
、
特
産

品
・
観
光

ゾ
ー
ン
に
狛
江
市
、東
村
山
市
、小
笠

原
村
の
各
商
工
会
が
出
展
を
し
ま
す
。

　

入
場
は
事
前
登
録
制
（
当
日
受
付

あ
り
）
で
無
料
で
す
。

　

た
だ
、
同
見
本
市
で
は
即
売
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
国
物
産
展

の
よ
う
に
展
示
品
を
買
い
求
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

特産品の販路開拓とともに観光資源を特産品の販路開拓とともに観光資源をPR  
「全国ふるさと見本市「全国ふるさと見本市2006」を開催」を開催 

特産品の販路開拓とともに観光資源をPR  
「全国ふるさと見本市2006」を開催 

11
月
28
、29
日
に 

　
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
で 

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
を
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
を
オ
ー
プ
ン
　 

　
　
　

　
　
　 

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
を
オ
ー
プ
ン
　

　
　
　 

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー 
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東
京
都
は
、十
一
月
か
ら
平
成
十
九
年

一
月
ま
で
の
三
カ
月
間
、「
認
知
症
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
東
京
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。よ
り
多
く
の
都

民
・
事
業
者
に
、認
知
症
を
身
近
な
問
題
と

し
て
捉
え
、地
域
に
お
け
る
支
援
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
の
狙
い
で
す
。

　

都
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
①
東
京
都
主

催
イ
ベ
ン
ト
「
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
・
東
京
を
目
指
し
て
」
の

開
催
②
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
掲
示
③
パ
ネ

ル
の
作
成
・
展
示
④
協
賛
団
体
・
企
業
の

募
集
・
紹
介
⑤
地
域
で
の
取
組
事
例
の
募

集
・
紹
介
⑥
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催

支
援
を
行

う
予
定
で

す
。

　

①
で
は

十
一
月
三

日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
、
都
庁
で
講

演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
き
ま
す
。

②
で
は
認
知
症
へ
の
理
解
を
求
め
る
ポ
ス

タ
ー
を
区
市
町
村
、
協
賛
団
体
・
企
業
な

ど
で
掲
示
し
ま
す
。
③
で
は
認
知
症
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
を
他
団
体
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
貸
し
出
し
ま
す
。
④
で
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
取
組
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
団
体
・
企
業
を
募
集
し
ま

す
。
⑤
で
は
住
民
や
事
業
者
な
ど
に
よ
る

取
組
を
募
集
し
ま
す
。
⑥
で
は
協
賛
団

体
・
企
業
な
ど
が
行
う
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

な
お
、
④
と
⑤
の
取
組
は
福
祉
保
健
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

認
知
症
に
よ
る
何
ら
か
の
症
状
を
持
つ

都
内
の
高
齢
者
は
約
二
十
三
万
人
（
六
十

五
歳
以
上
人
口
の
約
一
割
）
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
都
で
は
都
民
や
日
常
生
活
に

密
着
し
た
様
々
な
事
業
者
が
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
支
え
る
手
だ
て
を
知
っ
て
い
れ

ば
『
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
』
を
皆
で
守
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
【
退
職
】（
８
月　

日
）
調
布
市
・
一
般

３１

岩
田
恵
美
子

　
（
９
月　

日
）
武
蔵
村
山
市
・
補
助
員

３０

井
村
百
合

　

◎
…
「
商
工
会
館
で
こ
う
い
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
凄
か
っ
た
」、「
手

作
り
で
や
り
、
し
か
も
年

配
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
職
員
と
し
て
幸
せ

だ
っ
た
」
�
�
。
お
酒
や

抓
み
の
か
ら
揚
げ
は
会
員

の
酒
屋
さ
ん
や
肉
屋
さ
ん

が
手
配
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
も
主
に
会
長
、
副
会
長
、

部
会
長
ら
の
役
員
が
担
っ

た
、
手
作
り
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
成
功
に
日
野
市
商
工

会
の
役
職
員
の
皆
さ
ん
が

感
激
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

◎
…
し
か
も
出
演
し
た

の
は
自
分
の
書
い
た
歌
詞

が
小
学
校
の
校
歌
に
も
な
っ
て
い
る

ほ
ど
の
実
力
を
持
ち
、
そ
の
実
力
ぶ
り
が

　

仲
間
の
間
で
は
良
く
知
ら

　

れ
た
同
商
工
会
の
佐
藤
誠

二
事
務
局
長
。
ま
さ
に
あ

れ
も
こ
れ
も
手
作
り
と
い

わ
け
で
す
。
佐
藤
局
長
が

披
露
し
た
の
は
自
身
が
通

勤
途
上
に
日
野
の
自
然
に

触
れ
て
つ
く
っ
た
「
カ
ワ

セ
ミ
の
歌
」
な
ど
の 
�
日

野
の
歌
�。
九
月
十
日
の

日
曜
日
に
開
催
し
、
八
十

人
も
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

◎
…
発
案
者
の
井
上
敏

夫
会
長
が
コ
ン
サ
ー
ト
に

最
も
期
待
し
た
の
が
身
近

な
も
の
同
士
の
交
流
で
す
。

　

同
会
長
は
「
地
域
商
工
業
者
と
市
民
の

和
や
か
な
交
流
が
実
現
し
た
。
こ
の
交
流

が
さ
ら
に
、
進
展
す
れ
ば
会
員
の
掘
り
起

こ
し
に
も
な
り
、
良
い
面
を
提
供
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
も
な
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。「
ク
ー
ペ
＆
Ｓ
ｈ
ｉ
ｆ
ｏ
」
と
い
う
、

ユ
ニ
ッ
ト
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
皆
が
リ

ズ
ム
を
踏
む
な
ど
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ

た
交
流
に
同
商
工
会
で
は
「
今
度
は
絵
や

書
道
で
…
」
と
早
く
も
次
の
プ
ラ
ン
を
話

し
て
い
ま
す
。

手作りのコンサートに盛り上がり手作りのコンサートに盛り上がり 

身近なもの同士の交流を実現 

日野市商工会日野市商工会  

手作りのコンサートに盛り上がり 

身近なもの同士の交流を実現 

日野市商工会  

「認知症の人が安心 
して暮らせるまち」に 

東京都が東京都が11月から月から 
キャンペーンを展開キャンペーンを展開 

協賛団体・企業を募集協賛団体・企業を募集 

「認知症の人が安心 
して暮らせるまち」に 

東京都が11月から 
キャンペーンを展開 

協賛団体・企業を募集 

人
事
交
流 

心が一つになった手作りのコンサート
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全
国
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
平
均

年
齢
は
五
十
七
歳
、後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
企
業
は
四
割
程
度
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
、事
業
承
継
問
題
は
深
刻
で
す
。一
般

的
に
、事
業
承
継
方
法
に
は
、次
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。第
一
は
親
族
内
承
継
で
、全
体

の
六
割
を
占
め
ま
す
。こ
の
方
法
は
、取
引

先
な
ど
社
内
外
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

一
方
、後
継
者
の
経
営
能
力
や
意
欲
に
不

安
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
は
従
業
員
、ま
た
は
外
部
か
ら
の

雇
い
入
れ
で
す
。身
内
に
適
任
者
が
な
い

場
合
、社
内
外
か
ら
広
く
人
材
を
求
め
ら

れ
ま
す
が
、関
係
者
の
理
解
や
株
式
取
得

の
資
金
力
な
ど
に
難
点
が
あ
り
ま
す
。国

の
施
策
で「
後
継
者
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促

進
」事
業
が
あ
り
、人
材
を
公
募
す
る
の
も

一
法
で
す
。

　

第
三
は
他
社
と
の
提
携
、合
併
や
買
収

の
方
法
で
す
。い
わ
ゆ
る
広
義
の
Ｍ
＆
Ａ

に
よ
る
事
業
承
継
で
す
が
、自
社
の
要
望

（
従
業
員
雇
用
や
企
業
価
値
評
価
）を
満
た

す
買
い
手
を
見
つ
け
る
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。各
々
長
短
が
あ
り
、検
討
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
早
め
に
次
の
よ

う
な
事
業
承
継
プ
ラ
ン
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、自
社
の
現
状
を
客
観

的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。①
会
社
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
②
社
長
自
身
の
資
産
③
後

継
予
定
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
な

ど
の
把
握
で
す
。次
に
、親
族
内

承
継
、従
業
員
・
外
部
雇
い
入
れ
、

Ｍ
＆
Ａ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を

確
定
し
、後
継
者
教
育
、株
式
・

財
産
の
分
配
な
ど
必
ず
訪
れ
る

具
体
的
問
題
を
盛
り
込
ん
だ
長

期
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、着
実
に

実
行
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
一
番
目
の
親
族
内
で
承
継
す

る
具
体
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。後
継
者

候
補
が
多
い
場
合
は
、極
力
早
め
に
後
継
者

を
指
名
、本
人
の
自
覚
を
促
し
て
社
内
外
で

の
教
育
・
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

株
式
・
財
産
の
分
配
に
つ
い
て
は
、他
の
相

続
人
に
配
慮
し
な
が
ら
後
継
者
へ
集
中
さ

せ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、株
主
総
会
で
三
分

の
二
以
上
の
議
決
権
株
式
保
有
や
、相
続
遺

留
分
問
題
を
避
け
た
会
社
か
ら
の
報
酬
に

よ
る
資
産
集
中
が
有
効
で
す
。株
式
分
散
対

策
に
は
議
決
権
お
よ
び
譲
渡
制
限
な
ど
規

定
措
置
を
利
用
で
き
ま
す
。さ
ら
に
は
、後

継
者
へ
の
財
産
移
転
と
し
て
生
前
贈
与
や

遺
言
の
活
用
が
あ
り
ま
す
が
、

撤
回
可
能
な
遺
言
よ
り
生
前
贈

与
の
方
が
確
実
と
い
え
ま
す
。

最
近
、遺
言
の
利
用
が
増
え
て

い
ま
す
が
、自
筆
証
書
よ
り
公

正
証
書
の
方
が
有
効
で
す
。遺

言
信
託
で
銀
行
業
務
に
委
ね
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、事
業
承
継
に
は
、相

続
・
税
金
・
株
式
売
却
・
登
記
・
後

継
者
教
育
な
ど
の
専
門
知
識
が

必
要
で
す
。詳
し
く
は
、最
寄
り

の
商
工
会
に
相
談
し
、各
種
の

中
小
企
業
施
策
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

商
工
Ｑ
＆
Ａ

商
工
Ｑ
＆
Ａ 

商
工
Ｑ
＆
Ａ 

　
Ｑ
　
小
規
模
工
場
の
経
営
者
で
す
。
息
子
も
な
く
、
還
暦
を
迎
え
、
廃
業
す
る 

か
、
事
業
継
続
か
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
順
調
な
業
績
で
廃
業
は
惜
し
い
気
が
し
ま 

す
。
何
か
良
い
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。（
Ａ
社
長
） 

後
継
者
に
悩
む
中
小
企
業
の
解
決
法
は
？ 

後
継
者
に
悩
む
中
小
企
業
の
解
決
法
は
？ 

親族内承継など３方法  

それぞれに長短   早めにプラン立案を 

★ 　掛金の一部を国が助成します ★ 　掛金は全額非課税です 
★ 　管理が簡単です ★ 

退職金は 中退共 に お ま かせ下さ い！！ 中小企業の皆様！ 

    独立行政法人勤労者退職金共済機構 
      中小企業退職金共済事業本部（中退共）  東京退職金相談コ ーナ ー 
         〒105-8077　 東京都港区芝公園１ －７ －６ 〒105-8077　東京都港区芝公園１ －７ －６ 
TEL 03-3436-0151 FAX 03-3436-0400　　 TEL 03-3436-4351 FAX 03-3433-4078

中小企業退職金共済（中退共）制度は中小企業で働く従業員のための外部積立型の国の退職金制度です。 

適格退職年金制度から中退共制度に移行できます 

回答者
嘱託専門指導員
下地龍二郎
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見て 
　食べて 
　　楽しもう!!

多摩・島しょ 
地域のイベント 

大特集 Part12（11月－12月） 

見て 
　食べて 
　　楽しもう!!

東村山市民産業まつり

問合せ先内容会            場イベント名日          程

武蔵村山市商工会
０４２－５６０－１３２７

応募用紙に参加３店舗のスタンプを集める。抽
選でお買物券が当たる。一店逸品参加店舗逸品フェアお買物ラリー１日（水）～

１９日（日） 

　

月
１１

国立市商工会青年部
０４２－５７５－１０００

商業謝恩祭(チャレンジキッズ＝子供企業家発表
会、「買って当てよう」、くにたちカードポイン
ト抽選会、リサイクル工作教室など）

大学通り緑地帯天下市
３日（金、文
化の日）～
５日（日）

第３７回羽村市産業祭実行委員会
（羽村市産業振興課）
０４２－５７０－０１４４

ステージイベント、即売ほか。富士見公園第３７回羽村市産業祭
３日（金、文
化の日）～
５日（日）

日の出町産業まつり実行委員会
（日の出町経済課商工観光係）

０４２－５９７－０５１１

地元商店の出店販売。農産物・特産物の直売など
約１００店が出店。一般参加者のステージショー。
子供たちが楽しめるイベント。

日の出町民グランド第１８回日の出町産業まつ
り

４日（土）～
５日（日）

東大和市商工会
０４２－５６２－１１３１

市内商工業者による模擬店、ステージイベント、
フリーマーケットほか。東大和市役所庁舎周辺第１０回商工まつり ４日（土）～

５日（日）

第６回黄金井名物市実行委員会
０４２－３８１－８７６５ 

ビジネスコンテスト、市内の名物、名産、商店
会紹介

東小金井北口商店会
市立第３小学校第６回黄金井名物市 ５日（日）

小金井市商工会商業部会
０４２－３８１－８７６５

市内の商店会を順次回り、商店、商店会の良さ
を消費者に再認識してもらう。商店会８カ所第５回商店会ウォーキン

グラリー５日（日）

国分寺まつり実行委員会
（市、文化コミュニティ課）

０４２－３２５－０１１１
商工まつり、農協まつり、市民まつり都立武蔵国分寺公園国分寺まつり５日（日）

東久留米市商工会ほか
０４２－４７１-７５７７芸能アトラクション、模擬店、神輿東久留米駅西口　　　

～市庁舎ほか
第２７回東久留米市市民みん
なのまつり農業祭・商工祭

１１日（土）～
１２日（日）

瑞穂町産業まつり実行委員会
０４２－５５７－３３８９

各種団体の出展、農畜産物の展示、模擬店、フ
リーマーケット瑞穂町役場周辺第３６回瑞穂町産業まつり１１日（土）～

１２日（日）

第１２回あきる野市産業祭運営委員会
０４２－５５８－１８６７市内生産品等の展示販売都立秋留台公園第１２回あきる野市産業祭１１日（土）～

１２日（日）

東村山市商工会
０４２－３９４－０５１１

・商工、農畜産、各種団体、友好都市などの出店
ＰＲ販売 ・特設ステージにおけるアトラクショ
ン・農産物品評会、山車、みこし

東村山市役所駐車場第４５回市民産業まつり１１日（土）～
１２日（日）

第３８回昭島市産業まつり実行委員会
０４２－５４４－５１１１

市内の商業・工業・農業の生産品や商品の展示・販売、
食べ物、一店逸品、親子ものづくり体験の各コー
ナー等。特設ステージにおけるアトラクション

昭島市民会館・公民館第３８回昭島市産業まつり １１日（土）～
１２日（日）

市民まつり実行委員会
（西東京市生活文化課内）

０４２－４６４－１３１１

市民パレード、野外ステージ（太鼓、踊り、演
劇、キャラクターショー等）商工、農業、団体、
姉妹都市などの出店

西東京いこいの森公園第６回西東京市民まつり １１日（土）～
１２日（日）

日野市産業まつり実行委員会
（日野市商工会）
０４２－５８１－３６６６

展示・即売、工業展（１０日～１２日）、農業展、ア
ニメキャラクターショー、ポニーと散歩、よさ
こいほか。

日野中央公園ほか第４０回日野市産業まつり １１日（土）～
１２日（日）

小平商工会
０４２－３４４－２３１１市内産業・物産展示、販売小平市福祉会館周辺産業まつり１１日（土）～

１２日（日）

狛江市商工会
０３－３４８９－０１７８商工祭、農業祭、文化祭狛江市民ひろばほか第３０回狛江市民まつり １２日（日）

東海汽船㈱
０３－５４７２－９９９９

熱海から１０：３５に大島へ　帰りは１６：００に熱海へ
往復ジェット船で４５分　宿泊もできます。

三原山噴火口まわり
コース日帰りハイキング１８日（土）

第１４回神津島村
商工産業まつり実行委員会

０４９９２－８－０２３２

佐久市物産展
海の幸・山の幸物産展・抽選会など

神津島開発総合セン
ター

第１４回神津島村商工産業
まつり２３日（木）

（社）大島観光協会
０４９９２－２－２１７７コースはハーフ・１０ｋｍ・５ｋｍ大島町の道路第３２回伊豆大島パブリッ

クマラソン大会２６日（日）

福生市商工会
０４２－５５１－２９２７大道芸を中心とした各種イベント、出店等福生駅西口通り及び銀

座通り
商店街まつり　in  Fussa
パート３２６日（日）

（社）大島観光協会
０４９９２－２－２１７７

１日目２０ｋｍ・３０ｋｍコース
２日目２０ｋｍ・１３ｋｍコース

・三原山を中心とした
山道コース　・海岸道
路と牧場コース

第９回御神火ツーデー
マーチ

２日（土）～
３日（日）　

月
１２

日の出町商工会
０４２－５９７－０２７０

・商業部会員らによる即売会　・普段、お店で販
売している商品を格安で提供します。

ひのでグリーンプラザ
駐車場ひので朝市９日（土）


